
キ
ク
l

キ
ケ

キ
タ
ヒ
ラ
菊
平
加
到
の
万
工
。
加
州
住
源
菊

平
と
切
る
。
定
文
頃
。

キ
グ
ラ
マ
チ
木
倉
町
金
持
の
町
名
。
本
町
の

一
つ
で
、
元
旅
九
年
の
金
制
仲
町
肝
煎
裁
詐
附
に
木
合

町
と
載
せ
ら
れ
、
も
と
務
の
材
木
山
臓
が
あ
っ
た
岱
の

稿
で
あ
る
。
後
こ
の
町
の
商
宇
を
大
工
の
邸
地
に
腸

は
り
、
出
大
工
町
と
郁
僻
し
た
が
今
又
援
し
た
。

キ
グ
ラ
ヤ
シ
キ
マ
チ
木
藤
屋
数
町
金
鍔
の
麓

町
名
で
、
元
除
九
年
の
金
搾
町
肝
煎
裁
許
附
枝
町
の

次
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
昔
は
此
の
地
に
叫
仰
木
設
が
あ

っ
た
儲
か
、
又
は
そ
の
蔵
跡
を
地
子
地
と
し
て
家
屋

を
建
て
た
伐
の
穏
で
あ
ら
う
。

キ
グ
ラ
ヤ
チ
ョ
ウ
Z

モ
ン
木
倉
屋
長
右
衛
門

金
探
の
町
人
。
家
僻
に
よ
れ
ば
、
四
代
長
右
衛
門
初

め
無
商
政
で
あ
っ
た
が
、
問
弁
天
諸
富
の
御
託
に
凶

。
、
続
附
油
を
製
し
、
梅
が
香
と
名
づ
け
亡
殻
践
し

た
。
後
漸
く
繁
栄
し
、
天
和
元
年
以
降
務
用
を
命
ぜ

ら
れ
、
事
保
六
年
川
南
町
に
稗
じ
、
十
二
年
五
代
長

右
衛
門
に
梁
を
桜
っ
て
、
一
見
文
元
年
九
周
十
五
日
残

し
た
。
爾
後
隠
悦
制
錨
ぎ
、
明
治
十
四
年
に
及
ん
で

そ
の
地
を
去
っ
た
。
今
の
木
行
屈
は
別
家
が
本
家
の

部
屋
を
民
的
け
た
も
の
で
あ
る
。

キ
夕
日
ユ
ウ
規
矩
流
前
川
有

χ
の
研
究
教
授

し
た
釘
訟
を
い
ふ
。

ギ
ケ
イ
キ
義
経
記
ハ
一
〉
郭
作
年
代

l
議
終
記

は
源
義
経
が
北
凶
を
総
て
奥
羽
に
逃
鼠
し
た
こ
と
を

郵
い
て
ゐ
る
鈷
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
物
的
本
で
あ

る
。
こ
の
訴
の
作
者
も
務
作
年
代
も
不
明
で
あ
る

が
、
活
説
に
従
へ
ば
、
そ
の
文
飽
か
ら
判
断
し
て
室

町
中
期
の
作
と
せ
ら
れ
る
。

L
か
し
、
そ
れ
で
は
亡

れ
か
ら
取
材
し
た
謡
曲
と
の
距
離
が
像
。
近
接
す
る

か
ら
、
そ
の
年
代
を
室
町
初
期
若
し
く
は
吉
野
朝
に

引
上
げ
た
い
。
又
そ
の
記
す
る
厨
義
経
の
幼
年
時
代

a

l

l

-

と
波
訴
時
代
に
詳
か
で
、
史
上
に
活
制
し
た
時
代
を

描
潟
し
な
か
っ
た
の
は
、
之
を
一
中
家
物
舗
に
能
っ
た

の
で
あ
る
と
す
る
設
が
あ
る
。

。
一
〉
判
官
北
岡

wml義
経
記
に
叙
す
る
判
官
北
凶
宮
前

の
傑
の
大
意
は
か
う
だ
ω

議
絡
が
越
前
三
の
口
に
入

る
や
、
捻
凶
の
住
人
敦
賀
兵
衛
は
、
加
賀
の
住
人
井

土
左
衛
門
と
共
に
闘
を
設
け
.
以
て
之
を
揃
へ
ん
と

し
た
が
、
排
臨
の
機
智
に
よ
っ
て
難
を
脆
す
る
こ
と

を
得
た
。
一
行
は
そ
れ
か
ら
平
泉
寺
に
詣
で
、
加
賀

の
篠
原
に
入
旬
、
安
宅
を
総
て
根
上

J

松
に
着
き
、

H
y
a
w

ギ

岩
本
の
十
一
而
捌
脅
に
趨
夜
し
、
白
山
及
び
怨
の
纏

現
に
袋
し
、
次
い
で
林
六
郎
光
明
の
陸
前
を
地
ゲ
、

富
樫
介
の
時
間
に
匙
づ
い
た
υ
・
也
被
介
は
悶
よ
・
り
醤

凶
の
袋
践
で
あ
る
か
ら
、
飯
合
川
内
都
府
の
命
を
受
け
た

の
で
は
な
い
が
、
窃
か
に
義
経
等
に
劉
し
て
響
戒
す

る
と
の
設
が
あ
っ
た
。
排
腿
乃
ち
一
行
と
快
を
分
か

ち
、
濁
日
様
介
の
飢
に
一
余
っ
て
励
師
を
郷
う
た
と
こ

ろ
、
此
の
日
桃
花
の
節
に
捻
っ
た
の
で
、
上
下
蹴
鞠
・

小
弓
・
闘
矧
・
仰
向
絃
の
遊
戯
を
試
み
、
調
・
誕
正
に
刷
な

る
頃
で
あ
っ
た
。
排
腿
は
抑
制
ひ
て
他
に
入
0
.
東
大

寺
川
什
廷
の
混
と
撰
し
て
制
慾
し
た
に
、
宮
摘
出
介
之
に

限
じ
て
加
引
の
上
品
町
.
十
疋
を
奉
加
し
、
女
鍔
以
下

結
線
を
乞
ふ
も
の

η五
十
人
に
及
ん
だ
。
排
問
院
は
之

を
縦
し
、
そ
の
待
泌
の
物
は
来
却
中
旬
越
後
よ
り
の

蹄
途
党
納
せ
ん
こ
と
を
約
し
て
去
っ
た
。
是
よ
り
排

践
は
義
経
を
泊
ひ
、
宮
艇
で
百
方
求
め
た
が
得
ず
、
大

野
に
祭
っ
て
初
め
て
相
曾
し
た
。
こ
の
夜
一
行
こ
L

に
宿
泊
し
、
湖
沼
日
竹
の
橋
に
室
。
、
ま
た
供
利
伽
織

を
越
え
て
馳
込
谷
に
市
民
の
陣
亡
者
を
市
し
、
越
中

法
永
の
八
蛎
宮
を
溢
ぎ
、
如
認
渡
に
着
し
た
。
然
る

に
渡
守
平
線
闘
は
一
行
中
に
務
総
あ
る
を
健
し
ん

で
、
容
易
く
莱
備
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
排
躍
は

侮
っ
て
、
こ
の
筏
あ
る
が
鑓
に
腿
行
政
の
謹
滞
を
来

す
の
廷
が
あ
る
と
怒
り
、
義
経
を
砂
上
に
引
倒
し
‘
厨

を
執
っ
て
打
卸
し
た
。
椴
顕
の
疑
惑
乃
ち
氷
稼
し
、

一
行
は
詮
に
河
を
捗
る
こ
と
を
得
た
。
と
い
ふ
の
で

あ
る
。

ハ
一
一
一
)
義
経
記
と
地
理

l
義
経
記
は
一
の
稗
史
で
あ
る

か
ら
、
内
容
の
異
僑
は
閲
よ
り
批
判
す
る
を
要
せ

ぬ
。
唯
番
中
に
記
す
る
所
の
地
理
に
京
つ
て
は
、
本

書
著
作
賞
時
の
質
際
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

好
箇
の
資
料
と
し
て
骨
格
霊
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す

る
設
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
依
り
賛
成
が
で
き

ぬ
。
試
に
之
を
言
は
う
。
義
経
記
に
擦
れ
ば
、
義
経

は
先
づ
夫
人
の
生
家
な
る
一
傑
今
出
川
の
久
我
邸
を

出
で
、
疑
問
口
・
松
坂
か
ら
・
逢
坂
を
過
ぎ
、
大
・
擦
に

去
っ
て
一
宿
し
‘
次
い
で
湖
上
を
渡
り
海
祷
に
上
陸

し
た
。
是
は
尋
常
の
旋
様
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
近
江
・

越
前
二
凶
の
境
界
愛
護
山
を
超
え
て
コ
一
，
ロ
に
建
し

た
。
三

J

口
は
誼
の
口
で
あ
る
。
こ
L
に
一
人
の
男

衆
り
、
一
行
が
=
一

J

ロ
の
関
門
を
泊
溢
せ
ん
と
す
る

の
頗
る
冒
険
な
る
べ
き
を
告
げ
、
更
に
前
途
の
地
理

に
関
し
て
搾
・
設
し
た
。

『
此
山
の
峠
よ
り
東
ヘ
向
う
て
、
の
う
み
越
に
か

L
b
て
、
ひ
う
ち
が
じ
ゃ
う
に
出
で
、
越
前
の
こ

う
に
か
L
り
て
、
へ
い
せ
ん
じ
を
奔
み
絵
ひ
、
〈

ま
坂
へ
出
で
、
す
が
う
の
宮
を
よ
そ
に
見
て
、
か

な
禄
の
上
野
へ
出
で
、
し
の
は
ら
の
あ
た
か
の
わ

た
り
を
さ
せ
給
ひ
て
、
ね
あ
が
り
の
訟
を
な
が
め

て
、
白
山
の
磁
現
を
ら
い
し
給
ひ
、
か
ど
の
凶
宮

の
こ
し
に
出
で
、
大
の
L
わ
た
り
し
給
ひ
て
、
あ

を
が
さ
き
の
は
し
を
越
え
て
、
た
け
の
く
り
か
ら

山
を
へ
て
、
く
ろ
さ
か
ぐ
ち
の
ふ
も
と
を
、
ご
い

し
ゃ
う
に
か
L
り
て
云
々
。
』

こ
れ
著
者
が
加
賀
閥
附
涯
の
道
種
を
い
ふ
も
の
で
あ

る
が
、
若
し
之
を
話
時
の
北
陸
遣
で
あ
る
と
考
へ
る

二
二
八

な
ら
ば
大
な
る
謀
議
で
あ
る
。
先
づ
越
前
か
ら
熊
坂

を
経
る
時
は
始
め
て
加
賀
践
に
入
。
、
そ
の
す
が
う

の
宮
と
い
ふ
も
の
は
菅
生
石
部
柿
祉
で
あ
る
が
、
金

津
の
上
野
は
越
前
で
あ
る
か
ら
逆
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
次
に
安
宅
を
経
て
棋
上
，
校
に
京
る
。
此
の
地
は

安
宅
の
東
拾
に
話
。
、
往
時
老
松
の
あ
っ
た
腕
と
見

え
る
。
義
経
記
の
後
文
に
は
、
『
是
は
白
山
の
椴
到
に

法
施
を
手
向
〈
る
mmな
り
。
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
是

か
ら
大
野
湊
跡
祉
の
所
在
宮

J

腰
を
過
ぎ
、
大
野
川

を
渡
っ
て
あ
を
が
崎
に
建
す
る
。
あ
を
が
附
は
背
崎

で
、
今
の
製
ヶ
崎
に
括
る
。
次
に
た
け
の
く
り
か
ら

と
い
ふ
は
竹

J

締
・
供
利
伽
織
の
設
脆
で
あ
ら
う
が
、

宮
，
腰
・
大
野
・
柴
崎
・
竹
，
織
の
照
時
は
、
何
れ
の
時

代
の
指
睦
遣
で
も
な
か
っ
た
。

ハ四
V

錯
設
の
原
凶

l
然
ら
ば
義
経
記
は
い
か
に
し
て

此
の
如
き
地
理
的
錯
誕
を
致
し
た
か
と
い
ふ
に
、
常
国

ふ
ま
で
も
な
く
、
著
者
は
民
地
の
智
識
を
有
せ
ず
‘

mに
源
平
時
間
袋
記
に
記
総
せ
ら
れ
た
、
議
永
二
年

半
箪
が
源
義
仲
を
拒
仁
録
、
北
陸
滋
を
下
っ
た
時

の
記
事
に
餓
。
、
し
か
も
正
常
に
似
附
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
議
し
.
平
涯
の
進
ん
で

野
，
市
附
近
に
一
生
る
や
、
共
を
分
か
っ
て
こ
隊
と
し
、

総
蛾
箪
は
森
本
・
大
陸
・
崎
凶
・
井
家
・
持
幡
・
竹
，
締
を

綬
て
似
利
伽
織
に
向
か
う
た
。
こ
れ
は
北
限
讃
の
本

線
で
あ
る
0

.
出
し
て
泊
峨
抵
は
、
宮
，
腰
・
徳
内
臓
・
大

野
・
背
崎
・
室
厄
・
日
角
見
・
自
生
か
ら
忠
雄
齢
に
向
か

う
た
。
こ
れ
は
能
鷲
街
道
で
あ
る
。
然
る
に
義
経
把

の
務
者
が
、
宮
，
艇
・
大
野
・
帝
附
か
ら
竹

J

締
・
供
利

伽
織
に
辿
絡
す
る
如
〈
考
へ
た
の
は
、
こ
の
一
一
者
を

潟
閲
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
若
者
の
地
理
智

識
は
、
会
〈
机
上
で
製
造
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
室
町

時
代
に
於
け
る
仔
肢
の
遊
山
慣
を
示
す
資
料
に
は
な
ら

な
い
。
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